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テニスにおけるストリングテンションとサービス速度の考察
StuClyofP1ayingStyleamlStrings'I1ensionAbout'I1ennis 
神和住純（法政大学）
ＪｕｎＫＡＭＩＷＡＺＵＭＩ 
後の初速を計測した｡サービス方向が極端に左右にずれたり、
ネットしたりすると計測不能となる、概ねサービスエリア方
向にネットを越えれば正確に計測できた。スピードガンには
FastとLastの計測値があり、最速値と最低値の両方計測可能
である、今回は最速（初速）のみを実験とした。参加者は初
級者、中級者、上級者、に分けられ、その内訳は男女共に中
高年､高齢者､女性(若い)､ジュニア等幅広く実験してみた。
年齢により速度は当然差が出るのは明白である、若い人はパ
ワーがあるので全般的に速度は早い。男性の最高は138km/ｈ
であったが、時速140km/hを超えた人はいない、男子の平均
は約120km/h前後であった。女性は男性に比べてパワーがな
いので、時速100km/hを超えれば速い方であり、平均90km/ｈ
から100km/hでる。公開講座参加者は40歳代から50歳代が最
も多く、健康志向でのスポーツ参加型であると考えられる。
尚､本学の五明教授は124km/hで田村教授は118km/hの記録で
した、年齢的にスピードはある方ですので十分テニスをエン
ジョイできます。サマーテニスキャンプ（表－４）でも一般
愛好家に同様な調査をしたが、同じような結果となった。参
加者最高年齢69歳の男性は94km/h,で時速100km/hは超えら
れなかったが、６０歳台で125km/hの記録を出した人はパワー
がある方である。また、時々、草大会に出場している人は平
均的に速い速度を出す人が多い。それは、大会を意識しサー
ビスの練習を集中的にする為であろう。サービスの技術につ
いては、フラットサーブ(直球)、スライスサーブ(スライダ
ー)、スピンサーブ（フォーク）に分けられるが､一般愛好家
においてはサーブを打つときに力が入りすぎて、ラケット面
に上手くインパクトできないことがよくある為、フレームに
ポールが触れてしまい速度が極端に落ちてしまうパターンが
多く見られる。また、フラットに当てようとするが技術が伴
わない為か、スライスやスピンがかかってしまう事がある為
に、スピードが鈍ってしまうという結果になる。一般愛好家
はサーブのスイングが理想的でない方が大半で、フォームが
乱れているので正しいスイングが中々出来ないのである。し
かし、ゲームを楽しむのであるならばそれはそれで良いと考
えるが、もう少し技術を身に付けようとするのであれば、フ
ォーム等をチェックしながら練習するとよいのではと考える。
勿論、筋力アップも重要な課題となってくる。速いサーブを
打つための理想は、フラットサーブが一番スピードが出るの
で、如何にインパクトでラケット面のど真ん中（スイートス
ポット）に当てられるかが争点となってくる。
はじめに
近代テニスは、1877年イギリスのウイングフィールド少佐
によってローン・テニス・コートの原型が造られ、その元に
ルールが定められた。そして、英国ウインブルドンで第１回
大会が始まった。その後、仏、米、豪州と大きな大会が出来
上がり、４大大会(グランドスラム）と言う名称で呼ばれる。
テニスラケットが発明された当時は、木製、竹製などで造ら
れておりその後に、アルミニューム、スティール、グラスフ
ァイバー、ポロン、ケプラ、チタン、等の素材及び形状が時
代とともに変化し進化し続けてきた｡現在のラケットは軽量、
高反発の影響でポールがよく飛び、よく回転がかかるように
なった。そこには、ストリングの張りが大変重要な役目を担
っている、張りの強弱は職人（匠）の手により、上級のテニ
スラケットとして成り立つのである。ラケットはストリング
を張ってはじめてポールが飛ぶわけで、大変需要なパートナ
ーである。テニスの技術は基本６ストローク（サービス、フ
ォアハンドストローク、バックハンドストローク、フオアポ
レー､バックポレー､スマッシュ)によって構成されている。
競技選手は全てのショットにおいてスピードとコントロール
が要求きれ、高度な技術向上を目指さなければならない。特
に、テニスにおいて、最初に唯一自分でポールを上げて打て
る、サービスは大変重要な武器のひとつである。そこで、本
研究は世界のトップ選手からテニスー般愛好家まで幅広いプ
レーヤーのサービス速度を計測し、データを分析しつつ、ラ
ケットとストリングの理想的なコンビネーションの関係を考
え、ストリング（ガット）のテンション（強度）を緩く張っ
たり、強く張ったりして、実際にサービススピードがどのよ
うに変化するのか、また、選手のプレースタイルや身体にど
のような影響を及ぼすかを考察する。
データ分析結果
一般愛好者
世界のトッププレーヤーと一般愛好家のサービス速度を比
較するために、先ず、法政大学テニス公開講座（表－１．図
－１）において、参加者に対して、力一杯マキシムで第１サ
ーブを何球か打って頂き、計測した記録の高い方の２球を参
考記録とした。計測方法はスピードガンを被験者の後方２メ
ートル位の位置から、サービスインパクトのあたりに手で持
ち機械を手で持ってセッティングし、サービスインパクト直
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グループ氏名年除性別記録最速
日光アース」野久ｲｰ雄６８男８７９４９２８８９４
キャンプ奥野塾４５男１３３１２３１２５１１４１３３
２００３７２６度辺純男４５ １２９１３６１３４１３２１３６
宮Ｘ裕也１３ ７１７１７５８４８４
足立卓１７男１３３１３７１３４１４７１４７
岩本７男５８６３５６５３６３
岩本愛３５ ７９７８８２８２
痔へ晶子女９２９３９１１０２１０２
長へlll綾子女１０２１０８９８１０１１０８
増里子５４女１０３１０３９９１０４１０４
Ｘ吉２２女７１７１７５８４８４
光テニス
ャンプ
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サービス速度計測データ表-１
氏名 年齢 性別 録 記録 最速
2003.7.6 
法政大学
公開講座
参加者
浜田修
江口信行
本田那徳
金子公一
5１ 
6５ 
6０ 
3４ 
男
男
男
男
114１０２ 
9４１０４ 
119１２１ 
126１３４ 
1１４ 
104 
1２１ 
1３４ 
長塩遺臣
土谷博紀
渡辺敏輝
片柳
板垣輝司
清水
大塚俊明
千葉勝美
守屋彰二
中村仁
三井孝広
倉田興観
永吉均
飯塚民生
清水
佐藤芳雄
杉本優介
岩片潔
島崎茂雄
大矢勝重
伊藤
中山俊子
谷村由利
伊藤美加
山崎ともこ
守屋純子
大塚和子
永堀千里
高山ゆうこ
本田文子
阿部京子
加藤愛
岩片美香
片柳美佐尾
鈴木博美
倉田敦子
島崎美見
高橋康子
5７ 
5５ 
5４ 
6９ 
4２ 
4７ 
4９ 
5５ 
6７ 
6６ 
5１ 
6２ 
6０ 
1６ 
3６ 
4９ 
5８ 
2７ 
4４ 
5１ 
5６ 
5５ 
3０ 
3８ 
4７ 
4６ 
6５ 
4５ 
6０ 
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
1０９１０９ 
1３４１３８ 
1０４１０４ 
1１６１０７ 
9０８４ 
1１６１０４ 
1３５１３７ 
1２５１３８ 
1０２１３２ 
9９１０２ 
8９１１２ 
1１４１２５ 
1０７１２５ 
9３９７ 
1１６１３７ 
1０３１１９ 
8４１０３ 
1２２１３６ 
9４１１０ 
109１１３ 
9８１１３ 
8６９０ 
9４９９ 
9１１１１ 
7５７５ 
6９７７ 
8６１０６ 
8６１１２ 
8６１０５ 
7１９７ 
1０４１１０ 
9４１０７ 
8８１１１ 
9７１０６ 
8８９４ 
6２７１ 
6９７６ 
8５８９ 
1０９ 
1３８ 
1０４ 
1１６ 
9０ 
1１６ 
1３７ 
1３８ 
1３２ 
102 
1１２ 
1２５ 
1２５ 
9７ 
1３７ 
1１９ 
1０３ 
136 
1１０ 
1１３ 
1１３ 
9０ 
9９ 
1１１ 
7５ 
7７ 
1０６ 
1１２ 
1０５ 
9７ 
1１０ 
107 
1１１ 
1０６ 
9４ 
7１ 
7６ 
8９ 
教員 五明公男
田村義男
男
男
1２０１２４ 
1０８１１８ 
124 
118 
サービス測定器
スポーツレーダーガン（株）トーアスポーツマシーンササキスポーツ発売元
価格４０万円
ループ 氏名 年齢 性別 記録 最速
小野久仁雄
奥野豊
6８ 
4５ 
男
男
8７ 
1３  
9４ 
1２３ 
9  
1２５ 
8８ 
1 ４ 
9４ 
1３３ 
2003.7.26 渡辺純男 4５ 男 1２９ 1３６ 1３４ 1３２ 1３６ 
永裕也
立淳
本
本愛
渋谷晶子
谷111綾子
里子
永吉
1  
1７ 
７ 
3５ 
5４ 
2２ 
男
男
男
女
女
女
女
女
7１ 
1３３ 
5８ 
7９ 
9２ 
1０２ 
1０３ 
7１ 
7１ 
1３７ 
6３ 
7  
9３ 
1０８ 
1０３ 
7１ 
7５ 
134 
5６ 
8２ 
9１ 
9８ 
9９ 
7５ 
8４ 
1４７ 
5３ 
102 
1０１ 
1０４ 
8４ 
8４ 
1４７ 
6３ 
8２ 
1０２ 
1０８ 
1０４ 
8４ 
2１ 
法政大学公開禰座参加者サービス速度表図-１
4m 
議罰
使用ラケットはヨネツクスのYMP1でストリング強度は54ポ
ンドであった。２位は173km/hの永野選手で使用ラケットは
ダンロップD300Gでストリング強度は60ポンドであった。1
位と２位の差はわずかに1km/hの僅差であった。ちなみに’
年次６人の平均速度は157km/hであった。ストリングテンシ
ョンについては、50,50,54,58,60,60,60ポンドで全員が素材は
ナイロン製であり、概ね、５０ポンド～60ポンドの基準であっ
た。世界のトップ選手はナチュラルガット（羊の腸、動物の
腸などの合成)が主流である｡指導者の立場から観測すると、
学生で160km/hが常時正確に出せる選手は合格点であろう、
コースによっては十分サービスエースを狙える速度である。
先ず、スピードが出せるパワーが大切であり、コントロール
技術力泌要となるため正確なフォーム等を練習により鍛えて
いかなければならない為に解決策を講じればよいと考えられ
る。
法政大学体育会テニス部
我が大学のテニス部の選手に同様の計測テストを行った。
１人1球ごとに計測し、５ラウンド試みて、夫々、１人５回
の記録を競い合った｡先ず今年推薦入学した超高校級選手は、
流石に一般愛好家の最速記録138km/hを上回る150km/h台以
上を連発した。サーブの打球感が違うと、先ず、スピードが
落ちる、その事に気づき、次のサーブを打つ時は速度の出る
フラット打法に修正できる能力を持ち合わせている学生は、
学生テニスのトップ選手といえるのではないかと感ずる。学
生選手にとって、150km/hでは不満であり、如何に160km/h，
170km/hあたりを越せるかがテーマになってきている。完壁
なスイングフォームとバランス、パワーのタイミング、イン
パクトの手ごたえ等が一致したときに、その選手のマキシム
速度が出ると考える。最高記録は時速174km/hの大畑選手で
表－２
最速グループロ年齢性別
永野泰介１８男１４５１５３１５８１７０１７３
中野純平１８男１５７１５７１６２１６４１６８
士生線二郎１８男１４２１５５１６６１６７１７O
中村正浩１８男１５５１５８１５９１５９１６０
大畑裕１８男１５７１５８１６２１６４１７４
宮下圭太郎１８男１３２１３６１４０１４３１５８
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ループ 氏名 年齢 性別 記録
法政大学
体育会
テニス部
2003.7.6 
野泰介
野純平
土生線二郎
村正浩
畑裕
下圭太郎
1８ 
1８ 
1８ 
1８ 
1８ 
1８ 
男
男
男
男
男
男
1４５ 
157 
142 
1５５ 
1５７ 
132 
1 ３ 
1５７ 
1５５ 
1 ８ 
1５８ 
136 
158 
162 
166 
1５９ 
162 
1４０ 
170 
164 
1６７ 
1５９ 
1６４ 
1４３ 
1７３ 
168 
1７０ 
1６０ 
1７４ 
158 
2２ 
記録はアメリカのアンデイ・ロデイックという選手で
225.6km/ｈ（l41mile）であった、パワーのある選手でベスト
４まで進出した若手の星である（2003年度世界１位に決定し
た)。その他、時速200km/h以上の選手は本戦128選手のうち
25名で、約20％の選手がこのスピードでサーブを打っている
のであるから、対iil､Ifl手のレシーブも大変困難なショットを
要求される。ちなみに､､今年、ウインブルドン大会（英国）
で初優勝したフェデラー選手は時速204.8km/hでサービス速
度順位は16位であるが200km/hを越えているので、やはりサ
ービスでかなりのポイントを獲得していると思われる。今ま
での世界最高記録はルゼドスキー選手（英国）が1999年イン
ディアンウエールズ大会で出した239.7km/hと信じられない
世界のトップ選手男性
2003年ウインブルドンの公式サービス速度記録を、国際テ
ニス連盟（ITF）からデータを収集してみた。近年、世界の
大きな大会会場は、テクノロジーの進歩によりサービス速度
を瞬時に計測し、電光掲示板に記録が出る仕組みになってお
り、観客、テレビ視聴者に解りやすくなっている。ラケット
の進化により時速200kmを超える選手がかなり増えている、
ローンコート（芝生）ではポールがバウンドするときに滑る
ので、高い位置からの強烈なサービスは大変有利であり、試
合を勝ちに導いてくれる。如何に、速く、正確な確率でサー
ビスが入るかが選手にとっての勝利への課題である。今年の 程、恐ろしい速さである。
ﾗﾝｷﾝｸﾞ選手名 速マイル最速扣
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Winbledon2003ServiceSpeedLeaderboard2003.7.4資料提供テニスジヤパン
男子シングルス 表-５
ﾝｷﾝｸ ◆ 選 国 最 マイル 最 キロ
１２ 
５７８９ 
２ 
６ 
９０２ １２２ 
１ 
１ 
Roddik 
Dent 
Karlovic 
Ljubicic 
Pｈｉｌｉ ppOuSSIS 
Rusedski 
Lopes 
Aynaoui 
Grosjean 
Mirnyi 
Waske 
Bjorkman 
Sｏｄｅｒｌｉｎｇ 
Srichaphan 
Ve｢kerk 
Fede｢ｅ「
Fｉｓｈ 
ＬＩｏｄ｢ａ 
Enqvist 
Henman 
POpp 
Ｂｌａｋｅ 
Hanescu 
Hrbaty 
Lapentti 
ＡＡ ＳＳ ００ 
Ｏ０ ＲＲ Ｃ０ 
ＳＲＰＲ 川朋閉Ⅲ
肌印印Ｆ８６ 
ＥＥ ＷＷ ＳＳ 
Ａ０－Ａ ⅡＥＵＳ ＴＮＳⅡ 
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時速200km/h以上の記録を出した選手２５名
昨年度まで世界最速記録
Rusedski（GBR）1999年インディアンウエールズ大会239.7km/ｈ
日本人選手参考記録
最速
松岡修造Wimbledon ２１６ 
日本デビスカップチーム選手平成13年度全日本選手権計測神和住純
平均最速
鈴木貴男１８６２０８
本村岡'１－１７９１９４
寺地貴弘１８０２０３
石弁弥起１８１１８９
岩見亮１７８１９５
2３ 
子で170km/h～180km/hを超えればトップ20位にランクイン
出来る、ちなみに今年、ウインブルドン大会、日本人女子で
活躍した森上亜希子選手も164.8km/hの記録でサービス速度
が32位に入っており速い選手の分類に入る。やはりこの大会
で、今年、ダブルスで杉山愛と組んで優勝したベルギーのク
ライスターズ選手は176km/hで速度12位の記録、杉山の記録
は30位以内にはランクインしていないが160km/h前後であろ
うと思われる。日本人選手は肩の筋力は外国人に比べると弱
く、身長など体格面でのハンデもあり、140km/hから150km/ｈ
位が平均速度と思われる。ランキング世界４位と活躍した、
伊達公子選手はサーブでエースを奪うタイプではなかったが、
ウイリアムスの身長とサーブのパワーがあれば、おそらく世
世界のトップ選手＆日本人選手女子
男性に比べて女性は筋力もパワーも弱いと思われるが、ラ
ケットの素材、技術、筋力トレーニングなどの効果でかなり
のサービス速度が出る選手も増えている。(米国)の女子プロ
ウイリアム姉妹が女子テニス界を大きく揺さぶった。姉妹で
世界ランク１位､２位を独占している｡サービスにおいても、
姉のビーナスは1999年チューリッヒ大会で205km/hの世界新
記録を出している、男子トップ選手に劣らない速さなので対
戦相手の女子選手は男子選手のサービスを受けている感触で
あろう。今年の全英での記録はシングルスに優勝した、妹の
セレナが192km/hで１位、ビーナスも190.4km/hで２位、２人
だけが190km/hを超えており、他の選手を寄せ付けない。女
界チャンピオンになれたであろう？
ﾗﾝｷﾝｸﾞ 最速マイル 最速扣
第22巻
Wimbledon2003Se｢viceSpeedLeade｢boa「2003.7.4資料提供テニスジヤパン
女子シングルス 表－６
 ◆ 選手名 国 速キロ
１２３４５６ 
９ 
０２３ 
７９ 
２ 
２ 
１１１ 
１１ 
２ 
３ 
ＷｉｌｌｉａｍｓＳｅｒｅｎａ 
ＷｉｌＩｉａｍｓＶｅｎｕｓ 
Stosu「
TｕＩ yaganova 
Henin-Ha『denne
Baltacha 
Capriati 
Pet｢ova 
Vakulenko 
Mｏｌｉｋ 
Ｐａｒｒａ 
Clijsters 
Cａｌｌｅｎｓ 
Davenport 
Dominikovic 
Kuznetsova 
Ｐｉｅ｢ce 
Schett 
G『aｎｖｉｌＩｅ
Reeves 
Srebotnik 
Likhovtseva 
Rubin 
日本人選手
Mｏ ●□ ｢IｇａｍＩ 
USA 
USA 
AUS 
UZB 
BEL 
GBR 
USA 
RUS 
UKR 
AUS 
ESP 
BEL 
BEL 
USA 
AUS 
RUS 
FRA 
AUT 
USA 
USA 
SLO 
RUS 
USA 
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昨年までの世界最速記録
VenusWilliams（USA）1999年チューリッヒ大会205km/ｈ
日本人選手参考記録フエドカツプ日本対アルゼンチン2002年度参考記録
平均最速
浅越しのぶ １２３１４４ 
小畑沙織１２４１３６
吉田由佳１２３１３２
杉山愛150～160本人談
2４ 
1970年代、ポルグ選手（プロテニスプレーヤーの世界Nol）
が80ポンドでキンキンに張り、一方マッケンロー（プロテニ
スプレーヤーNO2）は40ポンドで緩く張り、同じようにサー
ビスエースを奪い合っていた訳であるから、あくまでも、そ
の選手が打球する感触が問題であり、パワーテニスの選手は
強く張るのが好きだったり、非力の選手は緩く張った感触を
好んだりするわけです。従って、ある程度の技術とパワーが
あれば強く張っても、緩く張っても同じスピードが出るとい
う結果になったわけです。但し、初心者があまり強く張ると
パワーがない分、スピードは出ない。それにより、軽量ラケ
ットや、柔らかく張った方が楽になるわけです。初心者がい
きなり70ポンドで張ったら、先ずポールは飛ばない、その代
り、手首、肘、腕、肩等にショックを与え、その結果、筋肉
や関節を痛め、テニスエルポーにもなってしまう可能性力塙
<なる。テニス選手は技術が向上してくると、サービスのス
イングフォームや体の柔らかさや硬さによってもサービス速
度が異なってくる、従って個人個人の能力によって、ストリ
ングの調整を考えるべきで、千差万別といえる。過去、日本
デビスカップチームのオフイシヤルストリンガーによると、
トップ選手の、全英ダブルスチャンピオン豪州のウッドフォ
ード選手が来日した時に90ポンド（39ｋｇ）で張ったとの記
録があり、強度としては限界の数値と思われる。ストリング
メーカーによると、直線での強度テストでは素材によって多
少異なるが､160ポンド（70ｋｇ）位までは耐えられるが、ラ
ケットに張る場合は穴を通して曲線にするために、９０ポンド
（39ｋｇ）位が限界であるのではとも言われている。私の長
いテニス歴から、今までにどのラケット素材がベストで、ど
のストリング数値がベストなのか、また、その結果がそのま
ま成績に繋がったかは、判断が難しい。ただ、その時代、時
代に流行したラケット素材や形状を使用し、好きなストリン
グを自分の感覚で、しかも好みの数値で張り、ポールをコン
トロールしてきたという事、即ち道具の進化と共に、人間も
その道具に敏感に対応できるという事が解ったのである。
日本人選手男子
ウインブルドンでベスト８に進出した松岡修造選手は、恵
まれた身長（188cm）から216km/hの日本記録を出している。
日本人選手は外国人選手に比べて、中肉中背のタイプが多い
ので、背が高いことは大変有利である。私も現役時代、全米
選手権で190km/bの記録を出したが173cmの背丈では限界が
ある、何故ならば私のサービスインパクトの高さは約2
,65ｃｍに対して、松岡修造選手は更に15cm高い２，８０cmの高
さから打ち込めるわけであり、直線を引いてもサービスエリ
アに入る確率は高くなる。従って、190cmや２ｍ近い外国人選
手は有利なわけです。現在の日本デビスカップ選手のサービ
スを、全日本選手権の時、有明スタジアムロイヤルボックス
からスピードガンを固定して計測した結果、鈴木貴男選手が
208km/hを記録し、現在の日本人プロ選手で新記録を樹立し
た｡その他､本村剛一選手は194km/h,寺地貴弘選手は203km/ｈ
であり、200km/h前後の速度を日本人トップ選手は出せると
言う事であり、世界に比べても良い記録である。法政大学体
育会テニス部の記録は174km/hであるから、学生は更に筋力
アップや、フォームの改善などでスピードアップが可能であ
ると思われる。ちなみに私は56歳で157km/hだから学生の若
手とサービスで十分勝負できる速度であろうか？中高年は、
肩の筋力は脚力に比べると意外とおちないので、走り回るテ
ニスより、サーブである程度勝負して、省エネを考えプレー
する方が試合運びはよいのではと考えられる。また、ジュニ
ア選手の記録は、１４歳以下132km/h、１６歳以下160km/h、１８
歳以下173km/hとなっており、テニスをはじめてから徐々に
スピードが出てくる事を証明している、高校卒業する頃には
サービス速度も十分大人の仲間入りが出来る。
ストリングテンションとサービス速度の実験結果
ストリング（ガット）を強く張った方がサーブの速度は増
すのか、緩く張ればスピードが出るのか実験を試みた。使用
ラケットは女子プロ世界１位のセレナ・ウイリアムスが使用
しているラケットを選択し、ストリングは一般的なナイロン
製を使用した。１番緩い強度を30ポンド（13ｋｇ）として、
それから10ポンドずつ強度を上げ、４０ポンド（18ｋｇ)、５０
ポンド（22ｋｇ)、６０ポンド（26ｋｇ)、７０ポンド（30ｋｇ）
に設定してみる、強度の異なった５本のラケットを、同じパ
ワーで第１サーブを５球ずつ計測した。出来るだけ、速度の
出るフラットサーブを打ってみたが、その結果、当初考えて
いた説（緩く張った方がスピードが出る）と言う、仮説理論
は少し違っていた。意外にもデータ（表－３．図－２）に表
れているように、３０ポンドから70ポンドまでの、５種類のラ
ケットは平均速度、最速記録が殆ど同じ結果となったのであ
る。従って、緩く張っても強く張っても同じ人が同じパワー
で打球すれば､変化は殆どないという事である｡そういえば、
法政大学体育・スポーツ研究センター紀要
2５ 
表－３
最速157年齢性別
５５ 
神和住純の記録
計測日2003.7.25： ３球目４球目５球目平均最速
１４７１５２１４７１４５１５２ 
１５３１４２１５２１４６１５３ 
１３９１３５１４３１４２１４７ 
１４７１４７１４３１４８１５２ 
１４５１４２１４０１４４１５０ 
神和住純のｻｰﾋﾞｽ速度測定結果ストIルグ強度３０p～70ｐ５種類図－２
1５４ 
１５２ 
１５０ 
１４８ 
１４６ 
１４４ 
１４２ 
１４０ 
１３８ 
１３６ 
回到
実験協力（順不同） ウインブルドン（AllEnglandlawntennisandcricketclub）広報
日本テニス協会強化本部
ウイルツン（テニスラケツト）ハイパー・ハンマ－．６．２
２８０９ 
東亜ストリング（ストリング）トアルソン・サイバー・ナ
イロンツアーｌ３５
ＴＥＯ３Ｐ 
ウィンザー商事（テニス用品提供）
トーアスポーツマシン(スピードガン)ササキスポーツ発売元
日本デピスカップチームオフィシャルストリンガー
国際テニス連盟広報
平成15年度
法政大学テニス公開講座参加者
法政大学体育会テニス部ｌ年次
サマーキャンプ一般テニス愛好者
全日本テニス選手権出場選手
ジャパンオープンテニス出場選手
日本デビスカップチーム選手
第22巻
齢 性別 記録１０球計測
Myﾗｹｯﾄ 
2003 7.25 5 男
ToaIsonsp-03 
145１４８１４６１３９ 
１５５１５５１４２１５４ 
1５７ 
１５５ 
ｽトルク ◆ 
強度
総重量
計測日
TｏａｌｓｏｎＮａｔｕｒａｌ 
52ﾎント ◆ 
324 ９ 
2003.7.25 
ﾗｹｯﾄ WilsonHype「Hammer６．２ ｾﾚﾅ･ｳｲﾘｱﾑｽ使用ﾓﾃﾞﾙ
ｽﾄIルク ◇ 
総重量
ToaIsonSybe「ＮｙｌｏｎＴｏｕ「１３５ＴＥＯ３ｐ
2809 
記録 1球目 2球目 3球目 4球目 5球目 均 最速
強度 30ﾎント ◆ 
40ﾎント ◆ 
50ﾎント ◇ 
60ﾎント ① 
70ﾎント ＋ 
1２９ 
1４６ 
1４５ 
1４７ 
1４３ 
1４８ 
1３７ 
1４７ 
1５２ 
1５０ 
1４７ 
1５３ 
139 
1４７ 
1４５ 
1５２ 
1４２ 
1３５ 
1４７ 
1４２ 
1４７ 
1５２ 
1４３ 
1４３ 
1４０ 
1４  
1４  
1４  
1４  
1４  
1５２
1５３
1４７
1５２
1５０
2６ 
グループ別比較表 図一ｓ
記
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